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第
33
回
い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り

第
17
回
戸
狩
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
展

　
５
月
３
日
・
４
日
、
飯
山
市
戸

狩
農
林
業
体
験
実
習
館
（
ト
ピ
ア

ホ
ー
ル
）
を
会
場
に
17
回
目
と
な

る
戸
狩
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
数
多
く
の
作
品
が

戸
狩
で
も
春
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

　

5
月
3
日
か
ら
5
日
、
瑞
穂
の
菜
の
花
公
園
で
は
第
33
回

い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
暖
か
く
、
菜
の
花
の
開
花
が
早
ま
っ

た
た
め
、
連
休
に
見
頃
を
合
わ
せ
る
よ
う
「
菜
の
花
さ
か
せ

る
か
い
」
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
追
肥
の
作
業
や
花
の
頭
を
摘

み
取
る
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
５
月
下
旬
か
ら
の
取

り
組
み
に
よ
る
菜
の
花
が
咲
き
誇
る
会
場
に
は
、
ま
つ
り
期

間
中
約
１
万
６
０
０
０
人
、
開
花
期
間
中
は
約
４
万
人
の
皆

さ
ま
が
訪
れ
、
飯
山
の
春
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
訪
れ
た

皆
さ
ま
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。●

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー

　

５
月
３
日
は
、
ケ
ー
ナ
の
演

奏
に
合
わ
せ
た
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ケ
ー

ナ
の
心
地
よ
い
音
色
が
響
く
中
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
さ
ま

ざ
ま
な
作
品
を
手
早
く
作
り
、
観

客
か
ら
は
「
す
ご
い
」
と
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
子
ど
も

た
ち
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
列
を

作
っ
て
待
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

は
、
順
番
が
く
る
と
、
う
れ
し
そ

う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
飯
山
の
春
に
大
勢
の
方
が
訪
れ
ま
し
た

●
菜
の
花
に
囲
ま
れ
て
の
野
だ
て

　

爽
や
か
な
日
差
し
の
中
、
今
年

も
野
だ
て
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
訪
れ
、
満
開
の
菜
の

花
に
囲
ま
れ
た
優
雅
な
雰
囲
気
の

中
、
抹
茶
と
飯
山
銘
菓
に
舌
鼓
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。

展
示
・
販
売
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

笑
い
ヨ
ガ
や
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、

屋
外
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

行
わ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

足を止め、展示された作品に見入っていました

いとも簡単に作る姿に驚きました

●
菜
の
花
渡
し
舟

　

常
盤
の
国
道
１
１
７
号
線
下

に
広
大
に
広
が
る
菜
の
花
畑
を
通

り
、
対
岸
の
瑞
穂
菜
の
花
公
園
を

結
ぶ
「
菜
の
花
渡
し
舟
」。
今
年

は
８
回
目
を
数
え
、
多
く
の
方
が

乗
船
さ
れ
ま
し
た
。「
い
っ
て
き
ま

す
」
と
笑
顔
で
出
発
さ
れ
、
楽
し

そ
う
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

●
朧
月
夜
音
楽
祭

　

５
月
4
日
に
は
第
15
回
朧
月

夜
音
楽
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
初
め
て
の
参
加
団
体
を

含
め
、
遠
く
は
新
潟
県
新
潟
市
か

ら
、
20
団
体
の
演
奏
が
春
風
そ
よ

ぐ
菜
の
花
公
園
に
響
き
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
の
強
風
や
雨
に
よ
り

開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
参

加
者
や
音
楽
祭
関
係
者
の
心
を

映
す
か
の
よ
う
な
好
天
に
恵
ま

れ
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

多
く
の
方
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
コ
カ
リ
ナ
の
優
し
い
音
色
や
迫

力
あ
る
吹
奏
楽
、
合
唱
の
き
れ
い

な
響
き
が
菜
の
花
に
溶
け
込
み
、

会
場
は
す
が
す
が
し
さ
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

音
楽
祭
の
最
後
は
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
会
場
全
体
で
の
「
朧

月
夜
」「
故
郷
」
の
大
合
唱
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

●
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
や
っ
て
き
た

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
い
い
や
ま
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ア
ス
パ
ラ
ン
」
や

「
と
が
坊
」、「
め
し
や
ま
く
ん
」
が

や
っ
て
き
て
、
ク
イ
ズ
大
会
や
写

真
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ

ス
ト
と
し
て
、
長
野
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の「
ア
ル
ク
マ
」も
登
場
。

信
濃
の
国
の
ダ
ン
ス
や
練
習
し
て

き
た
と
い
う
キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏

も
披
露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

東小児童による鼓笛パレードには
多くの拍手が寄せられました

こいのぼりも悠々と大空を泳ぎました



【
募
集
基
準
】

販
売
を
目
的
に
市
内
で
生
産
さ
れ

て
い
る
工
芸
・
加
工
食
料
土
産
品

で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

①
名
称
・
意
匠
・
材
料
に
飯
山
市

　
に
ち
な
む
要
素
が
あ
る
こ
と

②
意
匠
が
優
美
で
あ
る
も
の

③
関
係
法
規
に
違
反
し
な
い
も
の

【
募
集
期
間
】

　
５
月
20
日
㈮
〜
６
月
20
日
㈪

【
申
請
手
続
】

　

所
定
の
申
請
書
を
商
工
観
光

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

請
書
は
商
工
観
光
課
に
備
え
て
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
菜
の
花
が

咲
く
会
場
で
、
ど
の
コ
ー
ト
で
も

白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
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深
圳
外
国
語
学
校
と
飯
山
市
中
学
校
と
の
交
流
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
周
年
を
迎
え
ま
し
た

交
流
が
あ
っ
た
。
自
分
の
新
し
い

世
界
を
広
げ
る
た
め
、
皆
さ
ん
に

は
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
深
圳
外
国
語
学
校
・
湯

（
タ
ン
）校
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

「
飯
山
市
と
の
交
流
は
、
国
際
的

教
養
を
深
め
る
た
め
に
と
て
も
よ

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
交
流
が

次
の
世
代
へ
受
け
継
が
れ
、
さ
ら

に
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
記
念
品
贈
呈
が
行
わ

れ
、
飯
山
市
か
ら
は
和
紙
で
制
作

さ
れ
た
ひ
な
人
形
な
ど
を
、
深
圳

外
国
語
学
校
か
ら
は
友
情
の
花
を

活
け
る
花
瓶
な
ど
が
手
渡
さ
れ
、

さ
ら
に
絆
を
深
め
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

中
国
深
圳
外
国
語
学
校
か

ら
交
流
15
周
年
を
記
念
し
て
、

訪
問
団
が
飯
山
を
訪
れ
ま
し

た
。
２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）

に
深
圳
外
国
語
学
校
と
旧
飯

山
第
一
中
学
校
が
友
好
交
流
協

定
を
締
結
、
２
０
０
８
年
（
平

成
20
年
）
に
は
飯
山
市
教
育

委
員
会
と
協
定
の
再
締
結
を

行
い
、
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
最
初
の
協
定
締

結
か
ら
15
周
年
に
あ
た
り
、
４

月
26
日
、
城
南
中
学
校
で
交

流
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

足
立
市
長
は
「
今
の
３
年

生
が
生
ま
れ
た
頃
か
ら
こ
の
交

流
が
始
ま
り
、
こ
の
15
年
間
で

教
師
を
含
め
述
べ
３
６
１
人
の

い
い
や
ま
菜
の
花
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

　
　

中
国
深
圳
市
福
田
区
チ
ー
ム
が
参
加

　
４
月
23
日
・
24
日
、
第
13
回
い

い
や
ま
菜
の
花
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的

運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
飯
山
市
を
は
じ

め
、
県
内
、
県
外
か
ら
も
多
数

の
参
加
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
飯
山

市
と
平
成
24
年
７
月
に
友
好
交

流
覚
書
を
調
印
し
た
中
国
深
圳

市
福
田
区
か
ら
も
２
チ
ー
ム
が
加

わ
り
、
総
勢
85
チ
ー
ム
、
４
６
５

人
が
出
場
す
る
大
会
と
な
り
ま
し

記念品を受け取る湯（タン）校長（左）と足立市長

深圳外国語学校からの記念品を受け取る長瀬教育長

中国深圳市福田区からの参加チーム各コートでは熱戦が繰り広げられました

　

4
月
22
日
、
市
内
１
０
７
区
の

区
長
さ
ん
を
は
じ
め
来
賓
の
皆
さ

ん
、
行
政
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

平
成
28
年
度
飯
山
市
区
長
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
初
め
て
飯
山
市
文

化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
開
催
さ

れ
、
冒
頭
で
は
４
月
14
日
か
ら
発

生
し
た
熊
本
地
震
の
犠
牲
者
へ
黙

と
う
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

足
立
市
長
は
、
日
頃
の
区
長
会

の
尽
力
に
お
礼
を
述
べ
、
災
害
時

の
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
や
、

活
動
に
つ
い
て
の
再
点
検
の
お
願

い
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度

市
政
運
営
の
４
本
の
柱
で
あ
る
、

【
少
子
化
・
子
育
て
対
策
】【
若
い

人
た
ち
が
働
い
て
行
く
た
め
の
産

業
振
興
】【
移
住
・
定
住
施
策
】【
観

光
の
推
進
】
に
つ
い
て
説
明
し
、「
い

ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
が
、
市
と
区
が

密
接
に
協
力
し
て
、
よ
り
よ
い
飯
山

市
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
平
成
28
年
度
予
算
及
び

事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
区

長
会
か
ら
は
各
地
区
の
現
状
に
関
わ

る
次
の
課
題
が
協
議
事
項
と
し
て
提

議
さ
れ
ま
し
た
。【
飯
山
線
利
用
促
進

に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
信
濃
平
駅
周
辺
の
整

備
に
つ
い
て
（
常
盤
）、
城
南
中
学
校

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
（
飯
山
）、
歩

行
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
（
秋
津
）、

樽
川
堤
防
の
維
持
管
理
等
に
つ
い
て

（
木
島
）】
足
立
市
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
協

議
事
項
に
つ
い
て
答
弁
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
最
後
に
は
、「
北
陸
新
幹
線

飯
山
駅
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
決
議
」

「
医
師
の
確
保
に
関
す
る
決
議
」
が
全

員
一
致
で
採
択
さ
れ
、
決
議
書
が
市
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度

　
　
　
　

飯
山
市
区
長
総
会
を
開
催

4 地区から提議がありました

区長会協議会長から市長に
決議書が手渡されました

○お詫びと訂正
　広報飯山 4 月号の 10 ～ 11 ページに
掲載しました「平成 28 年度飯山市の支
援事業」で、11 ページの下段に掲載し
た事業の内容に誤りがありました。正し
くは右記下線部のようになります。（補
助金上限額は 20 万円ではなく 50 万円）
訂正してお詫び申し上げます。

●個人等への支援事業
事　業　名　等（担当係） 補助（交付）金額等

●店舗改修補助事業（商工観光課商工係）

　市内で小売業または飲食業等を営んでいる方に対し、
市内施工業者に発注して実施する店舗の改修工事経費を
補助。

・補助率：1/2
・補助金額：上限 50万円

両国の国旗を持つ生徒に歓迎されて入場する訪問団一行

城南中学校全校による合唱

飯
山
市
が
推
薦
す
る

　
　
　
　
　

優
良
土
産
品
を
募
集
し
ま
す

　
商
工
観
光
課 

商
工
係  

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１・２
１
２

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
実
施
状
況

　

平
成
27
年
度
中
に
、
市
に
対

し
て
請
求
が
あ
っ
た
情
報
公
開
制

度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
に

関
す
る
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

１
．
飯
山
市
情
報
公
開
条
例
の
規

定
に
基
づ
く
情
報
公
開
請
求
状

況　
請
求
件
数
10
件

【
内
訳
】
市
長
４
件
（
公
開
1
件
、

部
分
公
開
３
件
）
議
会
１
件
（
部

分
公
開
１
件
）
教
育
委
員
会
５
件

（
部
分
公
開
５
件
）

２
．
飯
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
規
定
に
基
づ
く
個
人
情
報
開
示

請
求
状
況　

請
求
件
数
０
件　

※
選
挙
管
理
委
員
会
、
農
業
委
員

会
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
へ
の
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
庶
務
課 

庶
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
６

　

市
で
は
、
個
性
あ
る
土
産
品
の

創
出
な
ど
を
目
的
に
優
良
土
産

品
を
選
定
し
て
い
ま
す
。
審
査
に

合
格
す
る
と
、
２
年
間
飯
山
市

推
薦
の
優
良
土
産
品
と
し
て
登

録
さ
れ
「
優
良
土
産
品
」
の
証
票

を
貼
っ
て
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
飯

山
市
の
代
表
的
な
土
産
品
と
し

て
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
新
規
に
認
定
を
す
る

た
め
の
審
査
会
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
出
品
さ
れ
る
市
内
の
土
産

品
を
募
集
し
ま
す
。
自
慢
の
逸

品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
３・２
６
４

　

市
で
は
、
ア
ス
パ
ラ
の
茎
枯
病

の
予
防
対
策
と
し
て
「
雨
よ
け
施

設
」
を
設
置
す
る
意
欲
あ
る
農
家

に
設
置
補
助
を
行
い
、
支
援
し
ま

す
。
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
林
課
農
業
振
興
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
申
請
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
事
業
内
容

　
雨
よ
け
施
設
の
設
置

茎
枯
病
対
策
の
雨
よ
け
施
設
設
置
を
補
助

 

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
振
興
事
業

農林課 マーケティング係  ☎ 62-3111 内線 262
第 4 回 　　　　　 いいやまアスパラまつり 開催

　飯山市の農村女性の皆さんが中心となり「これぞ飯山のおいしい農産物」
というアスパラを市内外に PR して、信越自然郷に訪れる人々を多く迎えた
いという目的で始まった「信越自然郷いいやまアスパラまつり」。
　今回は第 45 回全国林業後継者大会に併せて飯山市文化交流館なちゅら屋
外広場を会場に開催します。飯山のアスパラを味わいにぜひお越しください。
■日　時　6月4日（土）11:00～17:30（アスパラ特売は、なくなり次第終了）
■会　場　飯山市文化交流館なちゅら屋外広場アスパラの特売には毎回長蛇の列が

64
㊏ 　　　　　 

　
商
工
観
光
課 

商
工
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１・２
１
２

飯
山
市
伝
統
工
芸
塾
（
内
山
紙
）
を
開
講

　

飯
山
市
の
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
「
内
山
紙
」の
技
術
を
継
承
し
、

後
継
者
を
目
指
す
意
欲
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
に
「
飯
山
市
伝
統

工
芸
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成
29

年
３
月
ま
で
の
第
２・４
月
曜
日

■
時　
間

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
12
月
か
ら
３
月
は
午
後
１
時

　
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）

■
会　
場

　
飯
山
市
工
芸
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
手
す
き
和
紙
体
験
工
房
）

■
募
集
人
数　
６
名

■
受
講
料　
無
料

　
（
た
だ
し
、
講
座
に
係
る
原
材

　
料
費
等
は
一
部
負
担
と
な
り
ま

　
す
。）

■
講　
師　
阿
部
一
義
氏

　
（
㈲
阿
部
製
紙
代
表
取
締
役
）

■
申
込
期
限　
６
月
15
日
㈬

■
申
込
先　

　
商
工
観
光
課
商
工
係
ま
た
は

　
飯
山
市
工
芸
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
67
２
７
９
４
）

■
共　
催　

　
長
野
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

受
講
希
望
者
は
申
込
先
へ
直

接
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
農
林
課 

耕
地
林
務
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
５・２
６
６

小
型
鳥
獣
捕
獲
用
わ
な
講
習
会
を
開
催

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を

受
け
、
自
ら
の
建
物
・
敷
地
等
へ

わ
な
を
設
置
し
、
有
害
鳥
獣
を
捕

獲
し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
に
わ

な
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を

受
け
、
狩
猟
免
許
を
持
た
な
い
方

が
鳥
獣
の
捕
獲
許
可
を
受
け
る
場

合
は
本
講
習
を
受
講
し
、
考
査
問

題
を
一
定
水
準
以
上
正
解
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下

記
の
日
程
で
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　
６
月
18
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場　
　
所

　
市
役
所
４
階　

　
　
　
　
　
　
第
１
委
員
会
室

■
受 

講 

料

　
８
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
、
当

　
日
い
た
だ
き
ま
す
）　

■
申
込
期
限

　
６
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
市
役

　
所
農
林
課
耕
地
林
務
係
ま
で

　
電
話
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
18
日
、
市
役
所
に
お
い
て
、

飯
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
度

の
体
制
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▼
委
員
長

　

丸
山 

洋
一
（
常
盤
・
大
倉
崎
）

▼
同
職
務
代
理
者

　

小
林 

和
人
（
外
様
・
中
曽
根
）

▼
委　

員

　

小
池 

秀
巳
（
飯
山
・
福
寿
町
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
と
は

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
り
審
査

の
申
し
出
を
し
た
場
合
に
、
こ
れ

を
審
査
決
定
す
る
機
関
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
新
体
制

丸山 洋一 委員長

飯
山
線
Ｓ
Ｌ
イ
ベ
ン
ト
運
行

　
　
　
　
　

飯
山
市
実
行
委
員
会
が
設
立

　
４
月
27
日
、
飯
山
線
Ｓ
Ｌ
イ
ベ

ン
ト
運
行
飯
山
市
実
行
委
員
会

設
立
総
会
が
飯
山
市
役
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
イ
ベ
ン
ト
運
行
と
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
が
実
施
す
る
蒸
気
機

関
車
（
Ｓ
Ｌ
車
両
）
を
利
用
し
た

運
行
で
す
。
Ｊ
Ｒ
飯
山
線
の
沿
線

市
町
村
が
加
盟
し
て
い
る
飯
山
線

沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会
で
は
、

か
ね
て
よ
り
飯
山
線
で
の
Ｓ
Ｌ
運

行
を
要
望
し
て
き
て
お
り
、
今
年

に
入
り
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
前
向
き

に
運
行
を
予
定
し
て
い
る
と
の
連

絡
が
入
り
、
本
格
的
な
協
議
が
開

始
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
Ｓ

Ｌ
イ
ベ
ン
ト
運
行
は
、
今
年
秋
頃

（
11
月
）
に
飯
山
駅
か
ら
長
岡
駅

ま
で
の
片
道
約
１
０
０
㌔
の
区
間

を
Ｓ
Ｌ
車
両
に
客
車
３
両
を
連
結

し
た
も
の
と
し
て
検
討
が
進
め
ら

れ
、
正
式
な
発
表
は
今
年
８
月
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｓ
Ｌ
イ
ベ
ン
ト
運
行
を
成

功
さ
せ
る
た
め
飯
山
線
Ｓ
Ｌ
イ
ベ

ン
ト
運
行
飯
山
市
実
行
委
員
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
飯
山
市
を
は

じ
め
と
す
る
市
内
の
市
民
団
体
、

経
済
団
体
、
そ
の
他
連
携
・
協
力

が
必
要
と
さ
れ
る
団
体
等
で
構
成

さ
れ
、
会
長
に
は
足
立
正
則
飯
山

市
長
が
、
副
会
長
に
は
吉
越
明
人

飯
山
商
工
会
議
所
会
頭
と
石
澤
一

芳
飯
山
市
区
長
協
議
会
長
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
イ
ベ
ン
ト
運
行
で
は
、
主

要
駅
で
の
お
も
て
な
し
や
運
行
経

路
上
の
踏
切
等
の
警
備
、
ま
た
Ｓ

Ｌ
車
両
へ
の
給
水
・
給
炭
作
業
な

ど
が
必
要
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

よ
り
飯
山
市
へ
実
施
が
依
頼
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会
で
は
こ

の
依
頼
事
項
実
施
及
び
イ
ベ
ン
ト

運
行
の
成
功
に
向
け
、
各
部
会
を

設
け
て
今
後
さ
ら
に
協
議
・
活
動

し
て
い
く
予
定
で
す
。

天皇皇后両陛下が全国植樹祭で
御来県になります

　第 67 回全国植樹祭のため、天皇皇后両陛下が６月４
日（土）から６月６日（月）まで御来県になり、飯山市
には６月４日（土）ＪＲ飯山駅にお立寄りになる予定で
す。飯山駅舎内については、ＪＲ利用者以外は立ち入り
が制限されますので、お出迎えを希望される方は御順路
の沿道にお集まりください。国旗手旗をお配りする予定
です。なお、沿道にお集まりいただく場合の時間は、以
下の参集目安時間を参考にしてください。

お立ち寄り先 参集目安時間 御順路

ＪＲ飯山駅
午後１時１５分頃 ＪＲ飯山駅千曲川口

午後１時２０分頃 国道１１７号線
（北畑～伍位野）

※注意事項
○記載の時間はおおよその時間であり、当日変動すること
　があります。
○飯山駅舎内でお出迎えいただくことはできません。
○飯山駅周辺は交通規制がされますので、マイカーの利用
　は避け、できるだけ公共交通機関等をご利用ください。
　マイカーでお越しの際は、市役所周辺の市駐車場をご利
　用ください。
○沿道でのお出迎え場所は、道路の東側に限られます。
○混雑が予想されますので、警察官や係員の指示に従って
　ください。

庶務課 秘書広報係  ☎ 62-3111 内線 337

　
商
工
観
光
課 

商
工
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１・２
１
２

飯
山
駅
前
市
有
地
へ
の
商
業
施
設
の
立
地
希
望
事
業
者
を
募
集

　

市
で
は
、飯
山
駅
前
市
有
地（
面

積
２
６
７
８・３
７
平
方
㍍
）
へ

の
ホ
テ
ル
建
設
計
画
を
進
め
る
た

め
、
昨
年
度
、
事
業
者
と
覚
書
を

締
結
し
ま
し
た
が
、
建
築
資
材
等

の
高
騰
な
ど
経
済
情
勢
の
変
化
な

ど
に
よ
り
建
設
に
は
至
ら
な
い
と

い
う
判
断
か
ら
、
平
成
28
年
３
月

末
日
を
も
っ
て
覚
書
を
解
消
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
改
め
て
次
の
と

お
り
飯
山
駅
前
市
有
地
へ
の
商
業

施
設
の
立
地
を
希
望
す
る
事
業
者

を
募
集
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
募
集
す
る
商
業
施
設
の
概
要

①
商
業
施
設
の
種
類
は
観
光
客

に
対
応
で
き
る
ホ
テ
ル
と
す
る
②

客
室
は
50
室
以
上
を
有
す
る
こ
と

③
施
設
内
に
喫
茶
・
レ
ス
ト
ラ
ン

等
の
飲
食
ス
ペ
ー
ス
、
土
産
品
等

の
物
品
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る

こ
と

■
立
地
に
対
す
る
優
遇
措
置

　

飯
山
市
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅

周
辺
地
区
に
お
け
る
商
業
施
設
等

の
立
地
の
促
進
に
関
す
る
条
例
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

①
市
有
地
の
賃
借
料
…
貸
付
契

約
の
日
か
ら
10
年
間
無
償
②
固

定
資
産
税
（
建
物
及
び
償
却
資

産
）
…
新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
年
度
か
ら
10
年
間
課
税

免
除

■
応
募
期
限
・
応
募
先

①
応
募
期
限
…
７
月
29
日
㈮
午

後
５
時
②
応
募
先
…
商
工
観
光

課
商
工
係
③
必
要
書
類
…
商
工
観

光
課
商
工
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
補 

助 

額　

　
雨
よ
け
施
設
１
㌃
当
た
り

　
５
万
円
以
内

　
（
最
小
対
象
面
積
０
．
５
㌃
）

■
申
請
締
切　

　
平
成
28
年
７
月
29
日
㈮
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①　個人住宅建設への支援

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
み
た
い

み
た
い

み
た
い

み
た
い

み
た
い

み
た
い

み
た
い

み
た
い

み
た
い

み
た
い

をを
応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

●移住 ･ 定住支援住宅建設促進事業

【補助金額】
◇住宅購入年度に夫婦のいずれかが 40 歳未満または 20 歳未満の子どもと同居する夫婦
　購入および改修費用の 1/2 以内の額で最大 80 万円
◇上記以外の方　購入および改修費用の 1/2 以内の額で最大 50 万円

　
四
季
折
々
に
美
し
い
情
景
を
見
せ
る

日
本
の
ふ
る
さ
と
飯
山
市
。

　

新
幹
線
通
勤
も
可
能
と
な
っ
た
今
、

市
で
は
、
飯
山
市
に
移
り
住
ん
で
い
た

だ
く
方
に
対
し
、
新
幹
線
通
勤
定
期
券

補
助
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

住
宅
改
修
に
対
し
て
も
補
助
を
行
う
等
、

定
住
支
援
施
策
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
を

推
進
し
、
空
き
家
の
有
効
活
用
と
移
住
・

定
住
事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　市では家庭内での子育てや高齢者介護など世
代間で支え合っていただこうと、親等と同居す
るための住宅を新築・増築する場合に補助金を
交付する「三世代等同居住宅建設支援事業」を
行っています。
■対象者
　本年度中に市内に住宅を新築・増築または改修し、親等と同居する方
　※親等とは住宅を新築・増築する年度の 3月 31日までに 60歳以上とな
　　る父母・祖父母等の親族をいいます。
　※同居とは親等の住宅の同一敷地に住宅を建設する場合も含みます。（同
　　一敷地の詳細についてはお問い合わせください。）
　※同居する親等が住宅を新築・増築する場合は対象となりません。

■補助金額
　◇新築・増築の場合
　　建設年度に限り建設資金借入金額の 3％相当額（上限 50 万円）
　◇改修の場合
　　台所、浴室、便所、洗面所の改修工事費（市内業者請負であり、工事
　　費が 50 万円以上）の 10 分の 3 以内で上限 20 万円

●三世代等同居住宅建設支援事業

【補助金額】
◇土地開発公社住宅分譲地に市内業者請負で建設の場合　150 万円（市内建設業者請負でない場合 120万円）
◇民有地に市内業者請負で建設の場合　100 万円（市内建設業者請負でない場合 80万円）

■対象者　
　建設年度に夫婦のいずれかが 40 歳未満または 20 歳未満の子どもと同居する夫婦で次の①～
　②のいずれかに該当する家庭
　①市外から新たに転入しようとする夫婦
　②市外から転入して３年以内で、現在賃貸住宅に居住している夫婦
　※三世代等同居住宅建設支援事業に該当する場合は対象となりません。

②　中古住宅購入への支援

■対象者　
　定住を目的として中古住宅を取得する方で、次の①～②のいずれかに該当する方
　①市外から新たに転入しようとする方
　②市外から転入して３年以内で、現在賃貸住宅に居住している方

　移住定住推進課 移住定住係 ☎ 62-3111 内線 252

　「空き家バンク」制度は、市内の使用されてい
ない住宅・宅地等を所有者の方から登録をしてい
ただき、物件の購入・賃借を希望する方々へ、市
から空き家情報を提供するものです。

①賃貸・売却物件の登録
「空き家バンク登録申込書」へ必要事項を記入のうえ、
市役所移住定住推進課へ提出してください。

②現地確認　市担当者と宅建協会担当者が現地調査。

③空き家情報の提供
調査の結果、適正な物件と認められると空き家バンク
登録され、ホームページ・市窓口で情報提供を行います。

④物件の交渉
物件の申し込みがあると宅建協会の仲介により交渉（法
律に基づく仲介手数料がかかります）

「空き家バンク」制度

「空き家バンク」への空き家情報登録の流れ

のご活用を

※三世代等同居住宅建設支援事業、移住・定住支援住宅建
　設促進事業　につきましては、その他の補助要件もあり
　ますので、くわしくは移住定住推進課移住定住係までお
　問い合わせください。

③　新幹線通勤（通学）定期券に対する補助
■補助要件　
移住・定住支援住宅建設促進事業の補助を
受けている方及びその世帯員で移住された
方等が、通勤（通学）のために飯山駅にお
いて定期券を購入された場合

【補助内容】
◇定期券を購入するための実負担費用（定期券購入費から通勤
　手当等を差し引いた額）の 1/2 以内の額で、
　上限　月 2 万円（通学の場合は上限 1万 5千円）
　最長で 36 ヵ月間の補助

　　　　

審　　査　いいやま景観賞選考委員による現地審査
（ご応募いただいたものの見頃を考慮して、6 月・9 月の 2 回を予定）

表　　彰　平成 28 年秋に開催予定の飯山市景観シンポジウムにて表彰します。

　飯山市では「飯山らしい魅力ある風景づくり」を進める
一環として、市民の風景の良いまちづくりへの関心を深める
ため「いいやま景観賞」を設け、これまでにも優れた風景
づくりに貢献した個人や団体を表彰してきました。
　あなたの周りの、風景に配慮された建築物やお庭、創作
などたくさんのご応募をお待ちしております。

応募対象　
　自然や風景と調和した建築物や景観づくりのための緑化
　（花壇づくりなど）活動、魅力のある景観の創出や飯山ら
　しい景観の保全活動など
※過去に景観賞を受賞した個人・団体も応募可能です

応募（推薦）方法
　所定の応募用紙（各地区活性化センターもしくは飯山市
　HP からダウンロード）をまちづくり課までお送りください。

応募期間　平成 28 年 8 月31日まで（期間中、随時募集）

－　平成 28 年度 いいやま景観賞　－

詳しくは飯山市ＨＰをご覧ください。 http://www.city.iiyama.nagano.jp

まちづくり課 まち並整備係  ☎ 62-3111 内線243

【やまざきパン工房】（平成 25年度受賞者）

【大川区並びに大川実念会】（平成 25年度受賞者）

いいやま景観賞
～すてきな風景を募集します～
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（胸部レントゲン検診）
結核検診の日程
　保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182
【対象者】65 歳以上　【受診料】　無料

地 区 実施日 会場名 受付時間

岡 山 6/13
（月）

温井公民館 9:10 ～ 9:30
羽広山多目的集会所 9:40 ～ 9:55
土倉冬期分校 10:05 ～ 10:15
柄山冬期分校 10:25 ～ 10:35
西大滝公民館 11:00 ～ 11:20
藤沢多目的集会所 11:30 ～ 12:00
岡山地区活性化センター 13:10 ～ 13:55
下境公会堂 14:10 ～ 14:20
上境多目的センター 14:30 ～ 14:50

外 様
6/14
（火）

外様地区活性化センター 9:00 ～ 10:30

常 盤 常盤保育園 10:50 ～ 11:50
常盤地区活性化センター 13:00 ～ 14:00

瑞 穂 柏尾研修集会施設 14:20 ～ 15:20

常 盤 6/15
（水）

小沼構造改善センター 9:00 ～ 10:20
大倉崎生活改善センター 10:35 ～ 11:20
戸狩コミュニティーセンター 13:00 ～ 14:00

太 田 6/16
（木）

小境多目的集会所 9:00 ～ 10:00
太田地区活性化センター 10:15 ～ 11:05
曽根農業生活改善センター 11:20 ～ 11:50
勤労青少年ホーム 13:00 ～ 14:00

秋 津 6/17
（金）

新田創造館 9:00 ～ 9:20
中山根集落センター 9:40 ～ 10:10
秋津地区活性化センター 10:30 ～ 11:40
いいやま人権福祉センター 13:00 ～ 13:40

飯 山 保健センター 14:00 ～ 15:30

木 島 6/20
（月）

安田農業生活センター 9:00 ～ 9:45
其綿区民センター 10:00 ～ 10:20
木島地区活性化センター 10:30 ～ 11:50
坂井多目的集会所 13:00 ～ 14:00
天神堂農業出荷センター 14:10 ～ 15:00

瑞 穂 6/21
（火）

福島農業生活改善センター 9:00 ～ 9:25
瑞穂保育園 9:35 ～ 10:25
関沢農業生活改善センター 10:40 ～ 11:20
小菅生活改善センター 11:35 ～ 12:00

飯 山 市ノ口公会堂 13:30 ～ 14:10
しろやま保育園北側駐車場 14:20 ～ 15:10

柳 原
6/22
（水）

柳原地区活性化センター 9:00 ～ 10:00
笹川公民館 10:15 ～ 11:00
大川交流センター 11:15 ～ 11:40

富 倉 富倉地区活性化センター 13:00 ～ 13:40
濁池防雪管理棟 13:55 ～ 14:10

柳 原 涌井公会堂 14:30 ～ 14:40

飯 山 6/23
（木）

保健センター 8:40 ～ 10:20
しろやま保育園北側駐車場 10:40 ～ 11:50
飯山市公民館 13:00 ～ 14:20
十三ケ丘公会堂 14:40 ～ 14:50
分道生活改善センター 15:10 ～ 15:20
斑尾高原 山の家 15:40 ～ 15:50

飯 山 6/24
（金）

デリシア飯山店駐車場 9:00 ～ 11:00
城南中学校 11:10 ～ 11:40
奈良沢公会堂 13:00 ～ 14:00
上町児童センター 14:10 ～ 15:30

対象者には事前に検診票を送付しますので、ご確認のうえ、
都合の良い会場で受診してください。

　

飯
山
市
で
は
、
75
歳
以
上
の
方

の
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
の
保

持
の
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
人
間
ド
ッ
ク
検
査
費
用
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
方
や
、
申
請
方
法

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
補
助
対
象
者
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全
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す
方
）

①
後
期
高
齢
者
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療
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で
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録
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方

②
人
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ク
の
検
査
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果
を
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で
き
る
方

③
市
が
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健
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査
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受
け
な
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方
ま
た
は
受
け
る
予

　
定
の
な
い
方

【
補
助
金
額
】

　
１
万
５
千
円
（
１
泊
２
日
ド
ッ

ク
、
日
帰
り
ド
ッ
ク
と
も
に
同
額
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▼
飯
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
人
間

ド
ッ
ク
補
助
金
交
付
申
請
書

▼
保
険
証
▼
検
査
結
果
▼
領
収
書

▼
印
鑑
▼
振
込
先
口
座
（
通
帳
等
）

【
注
意
事
項
】

○
補
助
金
の
交
付
は
１
年
度
に
つ

　
き
１
回
で
す
。

○
補
助
金
の
申
請
書
等
の
必
要
書

　
類
は
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療　

人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
　

検
査
費
用
補
助
の
お
知
ら
せ

　
保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１・１
８
２

市民環境課 生活環境係  ☎ 62-3111 内線 191･192

募 集 要 項

【受験資格】

　庶務課 庶務係 ☎ 62-3111 内線 333・336

【募集職種および人数】

□上級（行政・土木・学芸員）
　7月 24日（日）（受付：午前 8:45 ～）
□初級（一般事務）
　9月 18日（日）（受付：午前 8:45 ～）

【一次試験の日時】（会場：飯山市役所 4階委員会室）

□上級（行政・土木）
　昭和 56年４月２日～平成 7年４月１日生まれの方で、大
　学卒業者または大学卒業見込みの方
□上級（学芸員）
　昭和 56年４月２日～平成 7年４月１日生まれの方で、大
　学で歴史学（近世史）を専攻して卒業した方のうち学芸員
　資格を有する方（平成 29年 3月卒業見込、資格取得見込
　の方を含む）
□初級（一般事務）
　平成元年４月２日～平成 11年４月１日生まれの方で、
　高校（高等専門学校を含む）もしくは短大等の専門課程の
　卒業者または卒業見込みの方、またはこれと同等と認めら
　れる方（高卒認定試験合格者を含む）。ただし、大学卒業
　者または大学卒業見込みの方は除く。
※受験できない方
　①日本国籍を有しない方
　②地方公務員法第 16条の欠格条項に該当する方

上級は平成 28年５月１日現在、初級は 7月 1日現在、飯
山市に住民登録してあり市内に居住（通学等のため市外に居
住している方を含む）している方。または採用後は飯山市に
住所登録し、居住予定の方

受験の案内とともに交付します。

市で交付する所定の申込書（市のホームページからもダ　
ウンロード可能）に必要事項を記入し、自筆の履歴書（※）
を添えて市役所３階の庶務課へお持ちいただくか、郵送　
してください。
※履歴書には、必ず顔写真を貼付すること。様式はＡ４版
の市販のものでかまいませんが、学歴・職歴・免許・資格・
課外活動歴等を記載し、最終学歴欄には、必ず学部学科　
（専攻）名を記入すること。

□上級（行政・土木・学芸員）
　5月16日（月）～6月10日（金）（郵送は同日の消印有効）
□初級（一般事務）
　7月 19日（火）～ 8月 12日（金）（郵送は同日の消印有効）

【受験申し込み】

【申込受付期間】

【受験票の交付】

市職員を募集します

上級（行政・土木・学芸員）
初級（一般事務）の各職種とも若干名を募集

【一次試験の合格発表】
□上級（行政・土木・学芸員）
　8月上旬に受験者全員に通知します。
□初級（一般事務）
　10月上旬に受験者全員に通知します。

【二次試験】
□上級（行政・土木・学芸員）
　二次試験（口述試験、資格調査）は 8月中に実施し、
　最終合格発表は 8月下旬に行う予定です。
□初級（一般事務）
　二次試験（口述試験、資格調査）は 10月中に実施し、
　最終合格発表は 10月下旬に行う予定です。

（土・日曜祝日は除く）

平成 29年４月１日採用予定

平成28 年度（平成27 年中）所得証明書
は 6月13 日（月）から発行を開始します

　本人または住民票上同居のご家族が、税務課窓口で交
付請求される場合は、本人確認のための免許証と認印を
お持ちください。
　発行手数料は 1 件 300 円です。

税務課 市民税係  ☎ 62-3111 内線 161・162

きれいな信州美化運動

いいやまクリーンアクション 2016
参加者募集

きれいな街はあなたの一歩から。
みんなでエコの環（わ）を広げましょう。

◇日　　時　6 月 4 日（土）8:00 ～ 11:00 頃 ( 小雨決行 )
◇集　　合　飯山市役所　受付開始 7:15　
　　　　　　開会式は 8:00 から行います。
◇内　　容　国道 117 号線沿いのごみ拾い
　　　　　　A コース（4.0㎞）市役所～道の駅 千曲川
　　　　　　B コース（2.5㎞）上野チェーン着脱場～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道の駅 千曲川
◇参加資格　小学生以上の方
　　　　　　（ただし、小学生は保護者同伴）
◇定　　員　50 名（定員になり次第締め切り）
◇参 加 料　無料
◇申 込 み　5 月 27 日（金）までにお申し込みください。
◇そ の 他　中止の場合は、当日朝 6:30 に防災無線を通
　　　　　　じてお知らせします。

今年度から上級（行政・土木）の受験資格上限年齢を 29歳から 35歳
に拡大しました。
また、今年度は学芸員【歴史（近世史）】を採用します。なお、学芸員
についても受験資格上限年齢は 35歳です。

平成 28年度慰霊巡拝のご案内

　厚生労働省では、旧主要戦域や遺骨収集の望めない海
上等における戦没者の慰霊を目的に、遺族等を対象とした
慰霊巡拝を行っています。
■対象　戦没者の配偶者、父母、子、兄弟姉妹、孫等
■派遣地域　硫黄島、フィリピン、東部ニューギニア等
地域により申込締切日が異なります。詳細は保健福祉課社
会福祉係へお問い合わせください。

　保健福祉課 社会福祉係 ☎ 62-3111 内線 172･173
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平
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業
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第
２
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す
。

【
対
象
事
業
】

　
自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
自

主
的
、
主
体
的
に
取
り
組
む
地
域

の
元
気
を
生
み
出
す
モ
デ
ル
的
で

発
展
性
の
あ
る
事
業

【
対
象
団
体
】

　
公
共
的
団
体
等
（
地
域
づ
く
り

活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
協
議
会
、

自
治
会
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
）

【
支
援
金
の
交
付
額
】

・
ハ
ー
ド
事
業
（
※
）
３
分
の
２

以
内

・
ソ
フ
ト
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
以

外
）　
４
分
の
３
以
内

※
ハ
ー
ド
事
業
と
は

道
路
、
水
路
、
建
物
等
の
建
設
又

は
改
修
、
１
件
10
万
円
以
上
の
備

品
の
取
得
等

【
募
集
期
間
】

　
５
月
２
日
㈪
〜
６
月
10
日
㈮

○
対
象
事
業
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
企
画
財
政
課
ま
た
は　
　
　

北
信
地
方
事
務
所

地
域
政
策
課
企
画
振
興
係

☎
０
２
６
９
㉓
０
２
０
１

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
学
習
支
援
課 

社
会
教
育
係 

☎
62
３
３
４
２

平
成
28
年
度
飯
山
市
青
少
年
健
全
育
成
団
体
等

　
　
　
　

特
別
支
援
事
業
補
助
金
交
付
団
体
等
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
飯
山
市
青
少
年
健
全
育
成
団
体
等
特
別
支
援
事
業
補
助
金
で
全
国
大
会
等
で
の
活
躍
を
目
指
す
団
体
や

個
人
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

  

5
月
20
日
㈮
か
ら
6
月
20
日
㈪

【
補
助
金
の
交
付
対
象
】

（1）
団
体
お
よ
び
個
人

　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
団

体
お
よ
び
個
人
（
ク
ラ
ブ
活
動
等

は
対
象
外
）

①
青
少
年
（
高
校
生
以
下
）
の
健

全
育
成
に
係
る
自
主
的
か
つ
営
利

を
目
的
と
し
な
い
団
体
等
で
市
内

を
活
動
基
盤
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ま

た
は
文
化
活
動
を
行
う
団
体
等

②
全
国
大
会
出
場
や
県
大
会
で
上

位
の
競
技
水
準
ま
た
は
活
動
水
準

を
目
指
す
団
体
等

（2）
交
付
の
条
件（
要
全
条
件
を
満
た
す
）

①
育
成
事
業
に
か
か
る
計
画
お

よ
び
予
算
が
策
定
さ
れ
て
い
る
こ　

と②
補
助
金
の
収
入
が
当
該
団
体
等

の
主
た
る
収
入
で
な
い
こ
と

③
対
象
の
活
動
に
つ
い
て
市
の
他

の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
事
業
計
画
の
内
容
に
妥
当
性
が

あ
り
、
団
体
等
の
継
続
的
な
活
動

が
期
待
さ
れ
る
も
の
ま
た
は
活
動

実
績
や
事
業
内
容
の
充
実
に
よ

り
、
そ
の
後
の
活
動
に
有
効
で
あ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の

※
次
の
事
業
は
交
付
対
象
外
で
す
。

・
宗
教
関
連
事
業
お
よ
び
公
序
良

俗
に
反
す
る
事
業

・
専
ら
特
定
の
企
業
、
団
体
お
よ

び
個
人
の
利
益
を
追
求
す
る
た
め

の
事
業

【
対
象
と
な
る
経
費
】

　

指
導
者
へ
の
報
酬
や
交
通
費
、

備
品
費
な
ど
の
費
用

【
補
助
額
】

　

補
助
金
の
額
は
交
付
対
象
経

費
の
10
分
の
8
以
内
で
、
以
下
の

金
額
を
限
度
額
と
し
ま
す
。な
お
、

補
助
金
の
交
付
は
、
一
団
体
ま
た

は
一
個
人
に
つ
き
５
回
を
限
度
と

し
ま
す
。

・
団
体
10
万
円
（
年
間
）

・
個
人
4
万
円
（
年
間
）

【
応
募
方
法
】

　
応
募
さ
れ
る
団
体
等
は
、
交
付

申
請
書
、
事
業
計
画
書
等
関
係

書
類
を
添
付
し
て
事
務
局
（
飯
山

市
公
民
館
内
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

（
申
請
書
は
飯
山
市
公
民
館
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
）6月期支給日は、6月10日（金）です

子ども育成課 子育て支援係  ☎ 62-3111 内線 364
児
童
手
当

　児童手当の支給は、2 月・6 月・10 月の各月に、支給
月の前月分まで（4 カ月分）を指定金融機関口座に振り
込みます。
 ６月は、２月から 5 月分の手当が支給となりますので、
ご確認をお願いします。

　市では市営住宅の入居者を募集します。
　申込み方法、入居資格等、詳しくは移住定住推進課まで
お問い合わせください。

【一般募集団地・戸数】
　・上新田住宅　　3戸
　・福寿町団地　　1戸
　・木島若者住宅　1戸

【随時募集中の団地・戸数】
　・曙町団地　3戸
　・水上団地　2戸

【募集受付期間】（土日祝祭日を除く 8:30 ～ 17:15）
　一般募集 … 5 月 23日（月）から 6月 3日（金）まで
　随時募集中の住宅は定員になり次第締め切ります。

【一般募集の選考方法】
　選考方法：申込件数が募集戸数を超えた場合は抽選
　抽選日時：6月 15日（水）
　　午前 10:00 から（福寿町団地、木島若者住宅）
　　午後 1:30 から（上新田住宅）
　抽選会場：飯山市役所４階　第１委員会室

【申込用紙配布・受付場所】
　市役所 2階　移住定住推進課 住宅係

市営住宅入居者募集
 移住定住推進課 住宅係　☎ 62-3111 内線 252

いきいき男女共同参画 ～講演会のお知らせ～

「笑いと明るさで夫婦円満、心にゆとりを！」
講師：辻 イト子さん（タレント）
日時：6 月 25 日（土）　13：40 ～ 15：10
会場：飯山市公民館（入場無料・託児あり）

人権政策課 男女共同参画係  ☎ 62-3111 内線332 まちづくり課 まち並整備係  ☎ 62-3111 内線246

壁掛け寄せ植え講習会 参加者募集 フラワーロード植栽のお知らせ
　初夏の花に季節の移り変わりを感じる６月、飯山サ
ンフラワーの中澤先生をお招きして、講習会を企画し
ました。土の配分から手入れの仕方まで、丁寧に楽し
くご説明していただきます。

１　講習内容　フラワー講習会　壁掛け寄せ植え
　　　　　　　講師　飯山サンフラワー　中澤諭氏
２　日　　時　6月 17日（金）
　　　　　　　午前 10：00～ 12：00
３　会　　場　飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　　南側（庭園）
４　参 加 費　3,000 円（材料費、鉢、土込み）
５　募集人数　定員 20名
６　持 ち 物　なし
７　募集期間　5月 30日（月）～ 6月 9日（木）
　　　（定員になり次第締め切りとなります）
詳細はまちづくり課まち並整備係へお問い合わせくだ
さい。

【講師プロフィール】
昭和 22 年大阪府岸和田生まれ。百貨店勤務を経て、昭
和 45 年に結婚。二人の娘に恵まれる。昭和 62 年　夫婦
で不動産会社を設立。その後、46 歳でタレント養成事務
所に所属。ユニクロの “ オバハン下着編 ” ＣＭやテレビ
などに出演し、話題を呼ぶ。平成 8 年　個人事務所「み
かん山プロダクション」を開業。その傍ら、元銀行マン
の夫と夫婦漫才『辻イト子・マガル』を結成。平成 10
年吉本興業に夫婦漫才で所属。平成 13 年（有）みかん

山プロダクションとして法人に拡大。主婦タレント 80
余名の代表として活躍。地域でのお笑いライブや、関西
地区の老人施設にて『訪問イベント』を開催しながら、
活躍の場を広げている。各地で講演会の講師としても依
頼されるなど、パワフルに活動を繰り広げている。家庭
の中では実父が脳卒中で右半身マヒとなり、平成 4 年に
86 歳で亡くなるまで自宅療養 9 年間の介護と、知的障
がいを持つ長女とのよりよい関係を保ちながら、仕事と
家庭を両立し、周囲のリーダー的存在として慕われる。

当日は、多くの皆さまのご来場をお待ちしています。
※託児をご希望の方は 6月 17日（金）までに下記へお申し込みください。
お問い合わせ・託児申込み先　人権政策課　男女共同参画係　☎ 62-3111（内線 332）

２
次
募
集

　今年で 28 年目を迎える「フラワーロード事業」
は、毎年各集落や学校、企業の皆さまにより植栽
から草取りまで実施していただいており、市外か
ら訪れた方にもたいへん好評をいただいています。
　今年も下記の日時で花の植栽作業が行われます。多
くの皆さんとともに、飯山市を彩る美しい花を咲かせま
しょう。

■日時　６月５日（日）　午前６時から

■場所　○国道１１７号・曙町
　　　　　車道側　メランポディウム
　　　　　河川側　千日紅
　　　　○西回り線
　　　　　西　側　シュウメイギク
　　　　　東　側　ガイラルディア



開催日時 講 座 内 容（演題・講師）

 6/10 ㊎
16:00 ～

　「新しい時代の人権問題」
　　長野県部落解放同盟連合会 副執行委員長　小 坂 井 二 郎 さん

 7/5 ㊋
16:00 ～

　「複雑な時代のむずかしい家族と親子関係」
　　　   日本相談支援専門員協会 顧問　福 岡　寿 さん

  7/28 ㊍
16:00 ～

　「地域や家庭で男女が対等なパートナーとなるために」
元長野県教育委員会 心の支援室 人権教育推進員　宮 下 英 子 さん

  8/4 ㊍
15:30 ～

　「子どもの生きる力を育むためにおとなができること」
ＣＡＰながの

  9/2 ㊎
16:00 ～

　「心の大切さ」～心の危機の現状をかえりみて～
　　　　　  恵日山 開眼寺住職　柴 田 文 啓 さん

 9/29 ㊍
16:00 ～

　「仕事も生活も忙しい方のためのストレスケア」
㈱コミュニケーションズ・アイ 代表取締役 　伊 藤 か お る さん

  　

 

人
権
政
策
課 

人
権
同
和
係 　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
２

1415　市報いいやま / 16.5

　市では、市民の皆さん一人ひとりの人
権意識を一層高めていただくため、「人権
同和・企業人権教育講座」を下記のとお
り開催します。どなたでも無料で受講で
きますので、お誘いあわせのうえ、大勢
ご参加ください。

人権同和・企業人権
　教育講座

育てよう一人ひとりの人権意識

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

昭
和
24
年
6
月
1
日
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権

の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
始
ま
り
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を

中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一

層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

交流のなかで人権についてあらためて考えてみませんか

「地域住民交流講座」 受講生募集
全ての人の人権が尊重される社会の実現をめざし、潤いと生きがいのある社会を築くことを目的とした交流
活動です。多くの皆さんの受講をお待ちしています。

会場：全講座、いいやま人権福祉センター

関　

保
典

江
尻
ふ
さ
子

髙 

橋 

秀
樹

宮
本
晴
男

佐
藤
克
之

木
幡
喜
美
子

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

  

特
設
相
談
所
が
行
わ
れ
ま
す

　

上
記
の
人
権
擁
護
委
員
が
差

別
、
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
に
関
す

る
問
題
、
家
庭
内
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
、
隣
近
所
の
も
め

事
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
問

題
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
問
題
な
ど
、
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
お
困
り
の
こ
と
や
心

配
ご
と
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
相
談
は
無
料
・
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。）

■
日
時 

５
月
31
日
㈫

　
　
　

 

午
前
9
時
〜
正
午
ま
で

　
　

                （
予
約
不
要
）

■
場
所 

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

◆受講のお申し込みは、いいやま人権福祉センター（☎ 81-3101）へお願いします。◆定員になり次第締め切ります。

人権相談の窓口

飯
山
市
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

いいやま人権福祉センター（☎ 81-3101）では、人権に関して困っていること、心配していることの相
談を受ける窓口になっています。人権問題（同和問題、外国人、女性、子ども、高齢者、障がいのある
人など）がありましたら、ご相談ください。

【受付時間　月曜日～金曜日（年末年始・祝祭日は除く）8:30 ～ 17:15】

―
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
と
も
に
支
え
合
う
優
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
―

人
権

●会場
　飯山市公民館 2 階　講堂

折り紙教室 【全６回】
美しい花やかわいい小物をつくろう！

日　程：6/29、7/20、9/21、10/19、11/16、12/21
　　　　水曜日　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
講　師：折り紙講師　町田たつ江さん
受講料：無料
定　員：15 人
申込み：6 月 7 日（火）まで
持ち物：折り紙、はさみ、カッター、ボンド、定規

健康体操教室 【全６回】
楽しく動いて筋力アップ！

日　程：6/14、6/28、7/12、7/26、8/9、8/23
　　　　火曜日　午後 1 時 30 分～ 3 時
講　師：ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ　佐藤由姫さん
受講料：無料
定　員：15 人
申込み：6 月 7 日（火）まで
持ち物：タオル、動きやすい服装

料理教室 【全 5 回】
伝統の郷土食をつくろう！

日　程：① 6/15 山菜おこわ、② 8/3 おやき
　　　　③ 9/7 じゃがいももち、④ 10/5 笹ずし
　　　　⑤ 11/2 常盤ごぼうの太煮
　　　　水曜日　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
講　師：飯山食文化の会
受講料：無料、食材費実費（5 回で 1,500 円）
定　員：10 人
申込み：6 月 7 日（火）まで
持ち物：エプロン、三角巾

カードで遊んで英語大好き！
英語の音に慣れて言葉の意味を知ろう！

日　程：7/29（金）、8/2（火）、8/5（金）、8/9（火）
　　　　午前 10 時～ 11 時
講　師：NPO 長野児童英語を考える会
　　　　代表　伊東裕見子さん
受講料：無料
定　員：10 人【対象は小学生】
申込み：7 月 15 日（金）まで
持ち物：なし

夏休みこども教室

かご作り教室 【全 4 回】
エコクラフトテープでかごをつくろう！

日　程：6/21、7/5、7/19、8/2
　　　　火曜日　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
講　師：かご作り講師　田川幸子さん
受講料：無料、材料費実費（1 回目 300 円）
定　員：15 人
申込み：6 月 7 日（火）まで
持ち物：はさみ、洗濯バサミ、メジャー

人権学習会 テーマ：同和問題
演題「今こそ同和教育」

日　程：9 月 15 日（木）
　　　　午後 2 時～ 3 時 30 分
講　師：長野県同和教育推進協議会
　　　　事務局次長　韮澤久人さん
受講料：無料
定　員：30 人
申込み：9 月 7 日（水）まで

学び方は十人十色　～子どもに寄り添う支援 = 学ぶって楽しい～発達障害支援フォーラム

　北信地域障害福祉自立支援協議会そだちネットワーク部会では、発達障害者・不登校への理解を深めていただくことを
目的に下記のとおりフォーラムを開催します。参加料は無料です。
　 明蓬館高等学校 共育コーディネーターの南雲明彦氏による「ＬＤは僕のＩＤ　～寄り添う心の大切さ～」をテーマとし
た講演や、シンポジウムが行われます。参加を希望される方はお問い合わせのうえご参加ください。
　■開催日時　7月 9日（土）13:00 ～（12:30 から受付）　　
　■会　　場　中野市豊田文化センター（中野市豊津 2509）

北信圏域障害者総合相談支援センター 0269-23-3525　または　子ども育成課 子育て支援係  ☎ 62-3111 内線 364

　※申込は 6月 24日（金）まで
　　定員300人になり次第締め切りとなります。
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～復興のシンボルとして～
栄村復興祈念館【絆】が４/27オープン

　最大震度６強を観測した長野県北部地震から５年が経過
し、震災の記憶を風化させないため、当時の記録を展示し
た震災展示スペース、子育て支援スペース、観光情報発信
スペース等の複合的な機能を有した木造 2 階建てとなって
います。皆さんのご来館をお待ちしております。
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　北信州の名湯として全国にその名を轟かせ
る馬曲温泉。
　絶景の野天風呂から
は目の前に高社山、晴
れた日は遠く北アルプ
スまで望むことができ
ます。また、お湯につ
かりながら四季折々の

「野沢温泉たけのこまつり」開催
　今年も恒例の「たけのこまつり」が開催されます。旬の
採れたて新鮮な「根曲がり竹づくし」に舌鼓を打ちません
か。
　■期　間　6月 10日㈮～ 19日㈰
　■時　間　18:30 ～ 20:30
　■場　所　河原湯と大湯の間の路地裏
　■出品料理例　竹の子汁、竹の子姿焼き、竹の子の天ぷ
　　　　　　　　ら、たこやき、焼きそば、その他

※近くに駐車場はありませ
　んので、横落駐車場をご
　利用ください。

■問合先
　野沢温泉観光協会
　☎ 0269-85-3111

4月 17日　市民体育館
　４月 11 日から
15 日までの春の
火災予防週間中、
市内各所で幼稚園
児、保育園児によ
る防火パレードが
行われました。
　13 日 に は 本 町

ぶらり広場から飯山市文化交流館なちゅらまでのおよそ
850㍍を、めぐみ保育園・飯山中央幼稚園・あきは保育園・
しろやま保育園の４園による合同パレードが開催され、法
被を着た園児たちが拍子木をたたきながら火の用心を啓発
しました。「火の用心、マッチ
一本火事のもと」と元気よく大
きな声を出す園児たちに、住民
の皆さんも手を振ったりしてい
ました。

4 月 11日～ 15日　市内各所
名物絶景野天風呂　馬曲温泉 望郷の湯へお越しください

自然にふれることができるのも魅力です。
　その他、檜づくりの内風呂や食事処「鞍掛の茶屋」も併設
されており、ゆったりと過ごすことができます。
　日頃の疲れを癒しに馬曲温泉を訪れてみてはいかがですか。
■営業時間　8:00 ～ 21:00（最終受付 20:30）
■定休日　毎月第 2水曜日（8月のみ第 1水曜日）
■問合先　馬曲温泉　望郷の湯　☎ 82-4028

「火の用心」の掛け声とともに
火災予防週間での園児防火パレード

　4 月 17 日、飯山市
家庭婦人バレーボー
ル連盟、北信濃新聞
社主催の第 36 回北
信濃新聞社杯バレー
ボール大会が市民体
育館で開催されまし
た。
　地域の女性の健康づくり、仲間づくりを目的としてい
るこの大会には７チームが参加しました。参加チームは A

コート・Ｂコートに分か
れてリーグ戦を行い、そ
れぞれのリーグで 1 位の
チームによる決勝戦が行
われ、昨年惜しくも準優
勝だった「いいやま」チー
ムが優勝しました。

白熱した戦いが繰り広げられた
第 36 回北信濃新聞社杯バレーボール大会

新潟県 糸魚川市
糸魚川さかな祭り

　新潟県糸魚川市の新
鮮な魚介類をはじめ、
魚介類加工品の販売、
買った魚をその場で焼
いて食べることができ
る網焼きコーナーなど、
毎年多くのお客様でに
ぎわう糸魚川さかな祭

りが開催されます。
■日　時　６月 5日㈰ 9：30～ 14：00（売切れ次第終了）
■会　場　糸魚川魚市場（新潟県糸魚川市寺島）
■内　容　鮮魚販売、網焼き、その他特産品販売やケー
　　　　　タリング出店など
■その他　糸魚川駅から会場までシャトルバスを運行して
　　　　　います。詳しくはお問い合わせください。
■問合先　糸魚川市観光案内所　☎025-553-1785
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■問合先　糸魚川市観光案内所　☎025-553-1785
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■住　　所　〒 389-2702　栄村大字北信 3586番地 4
■利用時間　9:00 ～ 17:00
■入 館 料　無料
 ☎ 0269-87-3113　FAX 0269-87-2366

第 7回

　エコパーク寒川では施設を一般公開し、ごみに対す
る認識を深めていただくために、ごみの減量・リサ
イクル等をテーマにした「エコパーク寒川フェア」を
開催します。地元藤沢区の皆様のご協力による、タケ
ノコ汁のサービスやタケノコの販売コーナーもありま
す。大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

■日 時  ６月 19 日㊐ 午前 9時 45分～正午
■場 所  エコパーク寒川

　エコパーク寒川 　☎ 69-1085
第 7回

エコパーク寒川フェア
  地元藤沢区からタケノコ汁のサービスも…

【講習・体験コーナー】
・廃油を使った石けん作り講習コーナー
【イベントコーナー】
・タケノコや山菜の販売、タケノコ汁サービス
　　　　　　　　　　　　　　　（藤沢区協賛）
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　10 周年記念の菜の花飯山サイクルロードレース（全日本
学生ロードレースシリーズ第 1 戦・菜の花飯山ラウンド同

時開催）が開催されました。
30 日は外様地区活性化セン
ターをスタートし鷹落山山
頂までのヒルクライム競技、
1 日は針湖池外周コースで
の個人タイムトライアル競

春の飯山を疾走
　2016 菜の花飯山サイクルロードレース開催 4 月 30日・5月 1日

技が行われました。3 年ぶりとなったヒルクライム競技は
山頂までの 6.0km でタ
イムを競い、ゴールで
は息の上がった選手た
ち は「 キ ツ か っ た が、
楽しかった」と笑顔で
語っていました。

市
内
の
で
き
ご
と

ごみの臨時受入を
　　　　下記の日程で行います
　エコパーク寒川では下記の日程でごみの臨時受入を
行います。どうぞご利用ください。

■受入日　6月4日（土）、8月6日（土）、10月1日（土）

■時　間　午前 9時から 11時まで

■注　意　ごみの搬入にあたっては、地域の道路など
　　　　　にごみが飛散・落下しないようシートをか
　　　　　ぶせるなどして持ち込んでください。
　　　　　なお、エコパーク寒川への経路は桑名川区・
　　　　　藤沢区の生活道路を通りますので、安全の
　　　　　ため区内は最徐行をお願いします。

風化させてはならない 5年前の記憶…そして「絆」

長野県飯山高等学校  ☎ 62-4175　担当：教頭 宮澤

飯山高等学校２次統合完成
並びに校舎竣工記念式典開催

　飯山高等学校では、本年度４月に２次統合が完成し
ました。完全統合と校舎竣工を記念し、下記の日程で
記念式典・記念講演会を開催します。どなたでも参加
いただけますので、事前にご連絡のうえ、お越しくだ
さい。

　　■日　時　6 月 18 日（土）
　　　　　　　記念式典　　 9:30 ～ 10:30
　　　　　　　記念講演会　10:40 ～ 11:50
　　■場　所　飯山高等学校　大体育館
　　■講　師　臼田知史　氏
　　　　　　　（国立天文台ＴＭＴ推進室長）


